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太陽がぬくもりを、風が心地よさを運んでくれる

垢材や土壁などの自然素材だけ。「たとえばずっ
とずっと先、この家が役割を終えた時、すべて自
然に還る素材だけでつくられているのよ」と彼女
はちょっと得意気に話す。そんな自慢のマイホー
ムに友人を招いたり、ギターを弾いたり、テラス
で読書をしたり。家とともにゆっくりと幸せな時間
を重ねていくことは、なんて贅沢なことだろう。「住
まいの性能を高める」ことは、「暮らしの質を高
める」こと。パッシブハウスが叶えてくれた豊か
な暮らしは、彼女をいつも笑顔にしてくれる。

　彼女は自然が好き。晴れた日に感じるお日様
のぬくもり、拭きぬける風が運んでくれる爽やか
な気配、木々が囁くやさしいメロディ。「自然の中
にいると、心が羽を伸ばすように感じるの」と微
笑む。でも、キッチンに立つ彼女は、屋外で過
ごす時と同じくらい楽しそう。それはこの家が自
然エネルギーを味方にして、小さなエネルギーで
快適に暮らせるパッシブハウスだから。太陽の熱
や薪ストーブで暖房や給湯を行い、邸内はいつ
も人肌の居心地に。しかも周りを囲むのは、無

 港町のゲストハウスで知る、
豊かに暮らすことの意味

吹き抜けのキッチンダイニングで過ごす気兼ねのな
い時間は、ゆっくりと静かに更けていく。まるで我
が家のようだけど、本当は港町にほど近いゲストハ
ウスでの１日。遠くに旅をしなくても、旅人のような
気分と心からのくつろぎを与えてくれる場所なのだ。
　日常と非日常の間にあるこの建物で、味わい、
語り合い、好きな人たちと思いを共有する。その１
秒、１分の積み重ねが教えてくれるのは、暮らすこ
との喜び。

　近所の魚屋で、とてもいいイワシを手に入れた。
帰り道、頭の中で今日の献立に思いをめぐらせる。
そうだ、ツミレにしておでんにしようかな。ガレージ
ハウスのキッチンに立ち、無心に料理をする時間が
好き。やがて日が暮れ、鍋からは美味しそうな匂
いと湯気。それに誘われたかのように、友人たち
がやってきた。「まるで小料理屋の女将みたいだ
ね」。そう笑う友人たちと、料理をつつきあい、お
酒を愉しむ。クルマや自転車や工具に囲まれた、
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